
 

 

 

産地から影響を受ける外観 

赤ワイン  
外観の濃淡  

外観の濃淡  

産地の南北  

涼しい産地  暖かい産地  

北 南  

日照量  少ない  多い  

収穫時期  
早い  遅い  

●日照量が少ないと色が薄くて粘性も弱いワインに。多いと粘性が強いワインになる。  

●収穫時期を短くし酸を残したり、収穫を遅らせて糖度をあげたり、タンニンの熟成

を待ったりします。色素量も収穫が遅いと濃くなります。  

赤ワイン、白ワインともに外観は産地の南北感に比例します。  

ワインの色を決める要素としてもう１つ大切なのが、果皮の厚さ、果粒の大

きさがあります。果皮が厚ければさらに色素量が増えます。粒が大きければ

果皮の表面積に対して果肉の水分量も多いため、色は薄く香りも弱いワイン

となります。粒が小さいと、果皮に対して水分量が少なくなるため色が濃く

香りの強いワインなります。  

白ワイン  


